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理学ロゴマーク

ロゴマークは、理学部エリア（大野池前）に設置さ

れている中谷宇吉郎博士の「人工雪誕生の地の碑」

を図案化し、理学部 5 学科 6 専修の共同体「知の

結晶」を示しました。名前は「六華（りっか）」です。

理学コミュニケーションマーク

サイエンス（Science）の「Sci」と漢字の「彩」を

組み合わせたものです。ロゴマークと同様に中谷

宇吉郎博士が世界で初めて人工的に作り出した

「雪の結晶」を取り入れたデザインとなっています。

アイコンの説明

理学部への
アクセス

特集：教えて！理学部生



特集：教えて！理学部生 1

 「好きなことは人生の原動力」石岡 優（化学科） 2

 「身の回りのことを物理で説明する魅力」坪山 裕太郎（物理学科） 3

 「雲が好き、将来は自然史系博物館で働きたい！」佐藤 英（地球惑星科学科） 4

 「自主ゼミで仲間と学ぶ喜び」渡辺 羽瑠（数学科） 5

 「トライアスロンで心身を鍛えています」水本 朔陽（生物科学科／高分子機能学） 6

 「フィールドワークが北大の魅力」岩波 智徳（生物科学科／生物学） 7

 

注目研究：数学的しゃぼん玉を探す − 平均曲率一定曲面 − 8

 小林 真平 教授（数学科）

ヒストリー：理学部開学と歩んだ理学部会 10

 髙橋 克郎（北海道大学理学部同窓会 事務局長）

先輩に聞く：興味を広げ、知を深める 11

 中野 学さん（2004年 理学部生物科学科／高分子機能学卒業）

理学部の春夏秋冬 〜年間スケジュール〜 12

広報室の窓から 13

教
え
て
！ 

理
学
部
生

大
学
生
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？ 

理
学
部
で
は
ど
ん
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

の
？ 

な
ぜ
理
学
部
を
選
ん
だ
の
？ 

部
活
や
サ
ー
ク
ル
は
？ 

ど
ん
な
高
校
時
代

だ
っ
た
？ 

そ
ん
な
素
朴
な
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
理
学
部
に
進
学

し
た
大
学
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
自
由
と
責
任
が
伴
う
大
学
生
と
し
て
学
び
、

学
問
以
外
に
も
全
力
を
投
じ
る
彼
ら
彼
女
ら
の
話
を
お
聞
き
下
さ
い
。

特集
CONTENTS

北大フロンティア基金のサイトから寄附状況、寄附者からのメッセージが可視化されました。

北海道大学理学部は 2030 年に創立 100 周年を迎えます。そこで、基礎科学の普遍的な価値を次の世代に継承
し深化させることを目的とした「北海道大学理学部創立 100 周年記念事業基金」を設け、2021 年 4 月 9 日から
寄附金事業をスタートさせました。理学部で学ぶ学生の学習環境を整備し、若手研究者のキャリア形成、および
未来の人財育成の場を広げる機会を設けるなど、さらに 100 年先を見据えた多彩な取り組みを行います。
2030 年 9 月 27 日（創立 100 周年記念日）までの募金目標金額は 5,000 万円です。2030 年

に迎えるこの記念事業を成功させるためには、北海道大学同窓生はじめ、社会のみなさまのお
力添えが不可欠です。温かいご支援を何とぞお願い申し上げます。
※2023 年 12 月以降 2024 年 11 月末日までにご支援いただいた方のお名前は 2025 年 2 月発行
予定の広報誌「彩」に掲載いたします。1年ごとに集計してお名前を掲載いたします。

※クレジットカードでお申し込みの方はフロンティア基金室での入金確認に 2～3ヶ月かかる
場合がございます。

理学部創立100 周年
記念事業について

北海道大学理学部創立 100 周年
記念事業基金

北大フロンティア
基金のサイト
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オ
ス
ス
メ
の
本
は
「IT

'S ELEM
EN
T
A
L 

さ
ぁ
、
化
学
に
目
覚
め
よ
う
」
（
ケ
イ
ト
・

ビ
バ
ー
ド
ー
フ
著
、
梶
山
あ
ゆ
み
訳
）
。
化

学
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
原
理
や
日
常
生

活
で
の
化
学
の
活
躍
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
愉
快
に
解
き
明
か
し
て
い
ま
す
。
化

学
の
魅
力
に
惹
か
れ
る
一
冊
で
す
。

専
門
分
野
に
進
む
前
に
ぜ
ひ

高
校
時
代
は
数
学
と
英
語
を
特
に
頑
張

り
ま
し
た
。
苦
手
教
科
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
一
つ
で
も
絶
対
的
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

を
得
ら
れ
る
科
目
が
あ
る
と
入
試
の
強
み
に

な
り
ま
す
。
大
学
1
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
数

学
・
理
科
全
般
の
基
礎
科
目
を
頑
張
る
と
よ

い
で
す
よ
。
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
取
っ
て
基

礎
を
勉
強
で
き
る
の
は
今
だ
け
で
す
。

学
生
生
活
を
彩
り
豊
か
に

北
大
初
級
将
棋
サ
ー
ク
ル
「
え
る
も
」

の
代
表
を
し
、
仲
間
と
親
交
を
深
め
て
い
ま

す
。
手
に
汗
握
る
攻
防
が
心
地
よ
い
で
す

（
写
真
②
）
。
他
に
も
世
界
遺
産
や
建
築
に

興
味
が
あ
り
、
本
で
知
識
を
深
め
た
り
博
物

館
に
行
っ
た
り
、
現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

夢
を
追
い
続
け
る
勇
気

好
き
な
こ
と
は
人
生
の
原
動
力
で
あ

り
、
夢
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
一
方
で
壁
が
立

ち
は
だ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
最

後
ま
で
自
分
の
信
念
を
貫
き
通
す
精
神
が
必

要
で
す
。
皆
さ
ん
が
大
学
で
本
当
に
や
り
た

い
こ
と
に
打
ち
込
み
、
夢
を
追
い
続
け
る
勇

気
を
持
て
る
よ
う
に
応
援
し
て
い
ま
す
。
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化
学
の
楽
し
さ
　

中
学
2
年
生
の
時
に
「
科
学
の
甲
子
園

ジ
ュ
ニ
ア
」
全
国
大
会
に
出
場
し
、
薄
層
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
用
い
た
色
素
分
析
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
実
験
か
ら
考
察
を
深
め

る
楽
し
さ
を
覚
え
大
学
で
は
化
学
科
へ
進
学

し
ま
し
た
。

化
学
科
で
は
講
義
と
実
験
が
セ
ッ
ト
で

す
。
2
年
生
で
物
理
化
学
・
有
機
化
学
・
無

機
化
学
・
分
析
化
学
・
生
物
化
学
の
基
礎
を

網
羅
的
に
学
び
、
3
年
生
以
降
で
は
よ
り
高

度
か
つ
細
分
化
さ
れ
た
学
び
を
深
め
ま
す
。

実
際
に
自
分
の
手
を
動
か
し
て
実
験
す
る
こ

と
で
知
識
の
理
解
が
進
み
ま
す
。
写
真
①
は

有
機
化
学
の
実
験
ノ
ー
ト
。
友
人
と
協
力
し

課
題
や
実
験
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
取
り
組

み
、
お
互
い
に
高
め
合
う
の
も
楽
し
い
で
す
。

北
大
へ
の
憧
れ

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
恐
竜
や
化
石
が
好

き
で
、
中
学
の
時
に
は
す
で
に
北
海
道
大

学
で
古
生
物
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
高
校
2
年
の
授
業
で
、

机
に
置
い
た
手
の
ひ
ら
と
机
と
の
間
に
生

じ
る
力
が
、
両
者
に
存
在
す
る
電
子
に
よ

る
ク
ー
ロ
ン
力
に
起
因
す
る
こ
と
を
知
り

一
気
に
物
理
へ
の
興
味
が
湧
き
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。
僕
の
選
択
を
両
親
も
応
援
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

物
理
の
魅
力

物
理
学
科
で
は
、
力
学
、
電
磁
気
学
、
熱

力
学
、
量
子
力
学
、
統
計
力
学
を
基
礎
と
し

て
学
び
、
実
験
を
通
し
て
理
論
と
現
象
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
特
殊
関
数

な
ど
高
校
よ
り
高
度
な
数
学
を
使
う
の
で
、

数
学
が
難
し
く
苦
労
す
る
時
も
あ
り
ま
す

が
、
悩
ん
だ
末
に
理
解
で
き
る
と
嬉
し
い
で

す
。
な
に
よ
り
数
式
と
物
理
現
象
が
結
び
つ

い
た
と
き
は
と
て
も
感
動
し
ま
す
。
今
後
は

大
学
院
に
進
学
し
、
よ
り
発
展
的
な
物
理
の

領
域
に
踏
み
込
ん
で
み
た
い
で
す
。
今
は
統

計
力
学
や
物
性
物
理
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

化
石
・
鉱
物
サ
ー
ク
ル

「
シ
ュ
マ
の
会
（
シ
ュ
マ
と
は
ア
イ
ヌ

語
で
石
の
意
味
）
」
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

写
真
①
は
１
億
年
前
か
ら
の
贈
り
物
。
自
分

で
採
っ
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
で
す
。
ア
ウ
ト
ド

ア
好
き
な
仲
間
が
集
ま
り
（
写
真
②
）
休
日

に
は
化
石
発
掘
や
B
B
Q
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
子
ど
も
対
象
の
化
石
イ
ベ
ン
ト
の

手
伝
い
な
ど
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

中
高
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

高
校
で
は
、
す
べ
て
の
授
業
を
し
っ
か
り

受
け
て
い
ま
し
た
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
試
対

策
も
兼
ね
て
、
科
学
雑
誌
（
N
e
w
t
o
n

な
ど
）
を
読
ん
だ
り
、
関
心
の
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
調
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
に
入
る
と
視
野
が
と
て
も
広
が
る

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
理
学
部
は
未
知
の
も
の
を
知

り
た
い
好
奇
心
の
強
い
人
に
お
す
す
め
で

す
。
中
で
も
物
理
学
科
は
自
然
界
を
支
配
す

る
法
則
や
現
象
を
扱
う
分
野
で
す
。
身
の
回

り
の
出
来
事
に
な
ぜ
？
と
疑
問
を
持
っ
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
！

身
の
回
り
の
こ
と
を
物
理
で
説
明
す
る
魅
力

好
き
な
こ
と
は
人
生
の
原
動
力

坪山 裕太郎さん
受験区分：フロンティア入試
出身地：宮城県涌谷町
出身校：仙台育英学園高等学校
北大のイチオシ：大学構内が自然いっぱ
いなところ！心地よいキャンパスです。
趣味：ドライブ、博物館、化石

石岡 優さん
受験区分：前期日程（総合理系）
出身地：青森県弘前市
出身校：青森県立弘前高等学校。文化祭
で恒例の「ねぷた」を制作。
北大のイチオシ：中央ローン
趣味：将棋、ジグソーパズル、世界遺産

Schedule（2年次）

0:00 2:00 6:004:00 8:00 10:00 14:00 18:00 22:0012:00 16:00 20:00 24:00

睡
眠

一
日
の
準
備

講
義
：
電
磁
気
学

演
習
：
電
磁
気
学

教
育
心
理
学
（
教
職
関
連
の
授
業
）

サ
ー
ク
ル
活
動

友
人
と
夕
食
（
料
理
が
得
意
）

友
人
と
昼
食

起
床

就
寝

写真①

写真①

写真② 写真②

そうじ・洗濯
は朝に済ま
せます

Schedule（2年次）

0:00 2:00 6:004:00 8:00 10:00 14:00 18:00 22:0012:00

pKa

16:00 20:00 24:00

睡
眠

講
義
：
無
機
化
学
Ⅱ

講
義
：
物
理
化
学
Ⅱ

化
学
実
験
：
蛍
光
分
析
法
に
よ
る

フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
の
　
決
定

講
義
の
課
題
・
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
を
消
化

サ
ー
ク
ル
（
週
２
日
）

塾
講
師
の
バ
イ
ト
（
週
２
日
）

自
由
時
間
（
自
習
・
趣
味
）

夕
食

友
人
と
中
央
食
堂
で
昼
食
・
談
笑

起
床
、
朝
食

就
寝

コンビニが近くに
あって便利 中央食堂

3年生 3年生
ゆうゆうたろう

たまには
友人と夜更かし
もします

枕は自分の
頭の大きさに合わせて
作った特注品

夢の中でも
化石を

採っています



石
・
火
山
・
地
質
・
気
象
・
天
文
な
ど

様
々
な
分
野
に
触
れ
ま
す
。
私
は
大
学
に

入
っ
て
か
ら
地
学
を
学
び
始
め
た
の
で
、

最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
興

味
を
持
っ
て
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。
学

科
に
移
行
し
て
す
ぐ
の
砂
川
合
宿
で
、
同

級
生
や
先
生
方
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
と
て
も
よ
い
経
験
で
し

た
。
他
に
も
泊
ま
り
が
け
の
実
習
が
多
い

こ
と
も
地
球
惑
星
科
学
科
の
特
徴
で
す
。

博
物
館
に
関
わ
り
た
い

大
学
院
に
進
学
し
て
、
雲
に
関
す
る
研

究
を
し
つ
つ
、
興
味
の
あ
る
博
物
館
に
関
す

る
学
び
も
深
め
た
い
で
す
。
す
で
に
博
物
館

や
札
幌
国
際
芸
術
祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
り
、
北
大
総
合
博
物
館
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
コ
ー
ス
を

受
講
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
学
芸
員

資
格
を
取
得
し
、
自
然
史
系
博
物
館
に
関
わ

る
仕
事
を
す
る
の
が
夢
で
す
。

理
学
は
真
理
を
一
途
に
追
い
求
め
る
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
私
が
専
門
分
野
だ

け
で
な
く
広
く
課
外
活
動
も
し
、
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
る
様
子
に
両
親
も
応
援
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

地
球
や
宇
宙
好
き
な
み
な
さ
ん
へ

北
海
道
そ
し
て
北
大
は
自
然
豊
か
な
環

境
で
す
。
そ
こ
で
出
身
も
興
味
も
異
な
る
同

級
生
か
ら
刺
激
を
受
け
な
が
ら
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
高
校
時
代
に
地
学
を
学
ん

で
い
な
く
て
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
地
球
や

宇
宙
が
好
き
な
あ
な
た
、
待
っ
て
い
ま
す
！
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き
っ
か
け
は
登
山
部

小
さ
い
頃
か
ら
自
然
が
好
き
で
、
自
然

法
則
を
深
く
探
究
す
る
理
学
に
漠
然
と
憧
れ

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
高
校
で
は
地
学
の
授

業
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
登
山
部
の
活

動
で
木
曽
駒
ヶ
岳
や
北
岳
な
ど
に
登
っ
て
体

感
し
た
雄
大
な
自
然
は
、
地
学
へ
の
興
味
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
験
生

の
頃
に
本
屋
さ
ん
で
ふ
と
手
に
取
っ
た
随
筆

集
「
雪
と
人
生
」（
中
谷
宇
吉
郎 

著
）を
読
ん

で
、
大
好
き
な
空
や
雲
、
気
象
へ
の
関
心
、

北
大
へ
の
憧
れ
が
強
く
な
り
、
地
球
惑
星
科

学
科
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
球
惑
星
科
学
科
と
は

学
部
2
・
3
年
次
は
基
礎
的
な
物
理
・

数
学
に
加
え
て
、
授
業
で
古
生
物
・
岩

数
学
が
好
き

高
校
2
年
生
の
頃
、
コ
ロ
ナ
禍
で
時
間

に
余
裕
が
で
き
、
そ
れ
ま
で
学
校
の
授
業
中

心
だ
っ
た
数
学
を
、
自
分
な
り
の
方
法
で
学

び
進
め
ま
し
た
。
そ
の
時
「
数
学
が
好
き

だ
」
と
ハ
ッ
キ
リ
気
づ
き
ま
し
た
。

Y
o
u
T
u
b
e
も
面
白
い
理
学
の
話
題

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。
高
校
生
に

お
す
す
め
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
「
ヨ
ビ
ノ
リ
」
と

「
積
分
サ
ー
ク
ル
」
で
す
。
両
親
も
僕
の
数

学
に
対
す
る
興
味
が
何
よ
り
も
強
い
と
感
じ

て
い
て
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

数
学
科
の
学
び

大
学
数
学
は
高
校
数
学
と
大
き
く
異
な

る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
高
校
数
学
を

深
く
学
ん
で
い
る
ほ
ど
、
大
学
数
学
の
理

解
の
助
け
に
な
る
と
感
じ
ま
す
。

学
部
2
年
生
で
、
集
合
論
・
位
相
空
間

論
、
線
形
代
数
学
、
微
分
積
分
学
な
ど
、
現

代
数
学
の
基
礎
を
講
義
と
演
習
で
じ
っ
く
り

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
間
で
数
学

の
取
り
扱
い
に
慣
れ
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。

今
は
、
代
数
的
位
相
幾
何
学
や
圏
論
に
興
味

が
あ
り
、
大
学
院
に
進
学
し
て
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自
主
ゼ
ミ
の
す
ゝ
め

自
主
ゼ
ミ
（
黒
板
の
写
真
）
で
は
、
数

学
科
の
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
や
S
N
S
、
友

人
を
通
し
て
集
ま
っ
た
仲
間
と
、
数
学
書
を

輪
読
し
互
い
に
発
表
し
合
い
ま
す
。
仲
間
と

学
ぶ
と
理
解
が
深
ま
る
の
で
強
く
お
勧
め
し

ま
す
。
先
輩
を
メ
ン
タ
ー
と
し
て
呼
ん
で
、

難
解
な
内
容
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
そ
の
先
輩

に
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
『
代
数
学
1 

群
論
入
門
』
（
雪
江
明
彦
著
）
は
、
輪
読
の

難
易
度
と
し
て
丁
度
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
僕
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
試
で
入

学
し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
1
年
生
か
ら
数

学
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

楽
し
い
で
す
よ

数
学
は
、
様
々
な
学
問
の
土
台
で
あ

り
、
独
自
に
豊
穣
な
世
界
を
育
ん
で
い
る
魅

力
的
な
学
問
で
す
。
数
学
科
へ
の
進
学
に
不

安
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
様
々

あ
る
学
問
の
中
で
も
、
特
に
数
学
を
学
び
た

い
と
思
う
な
ら
ば
、
理
学
部
数
学
科
に
は
実

現
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
と

楽
し
い
で
す
よ
。

自
主
ゼ
ミ
で
仲
間
と
学
ぶ
喜
び

雲
が
好
き
、
将
来
は
自
然
史
系
博
物
館
で
働
き
た
い
！

渡辺 羽瑠さん
受験区分：フロンティア入試
出身地：北海道旭川市
出身校：北海道旭川西高等学校
北大のイチオシ：様々な地域や国の人と
の交流。美しいキャンパスも魅力。
趣味：写真、漫画読書。高校時代は写真
部でコンテスト受賞歴あり。

佐藤 英さん
受験区分：前期日程（総合理系）
出身地：神奈川県横浜市
出身校：フェリス女学院中学校・高等学校
北大のイチオシ：北大総合博物館（鉱物
展示がオススメ）
趣味：散歩、博物館巡り、レトロゲーム

Schedule（2年次）

0:00 2:00 6:004:00 8:00 10:00 14:00 18:00 22:0012:00 16:00 20:00 24:00

睡
眠

講
義
：
線
形
代
数
学

演
習
：
線
形
代
数
学

図
書
館
や
5
号
館
2
階
な
ど
の
机
の
あ
る

ス
ペ
ー
ス
に
移
り
勉
強

小
中
学
生
向
け
塾
で
バ
イ
ト
（
週
2
回
）

夕
食
・
自
由
時
間

友
人
と
昼
食

起
床

就
寝

『天の音』（2020 年高文連出展作品） 受験生のときに撮った反薄明光線の写真
Schedule（2年次）

0:00 2:00 6:004:00 8:00 10:00 14:00 18:00 22:0012:00 16:00 20:00 24:00

睡
眠

講
義
：
マ
グ
マ
科
学

講
義
：
地
球
惑
星
科
学
の
た
め
の
物
理
数
学
II

演
習
：
地
球
惑
星
科
学
の
た
め
の
物
理
数
学
II

帰
宅
、
宿
題
、
夕
食

自
由
時
間

水
族
館
A
O
A
O 

S
A
P
P
O
R
O
の

清
掃
バ
イ
ト
（
週
3
日
）

友
人
と
中
央
食
堂
で
昼
食

起
床
、
朝
食

就
寝

得意料理は
ポトフ

大好きな北大総合博物館
のアインシュタインドーム
をバックに

北大祭／理学祭の様子

3年生 3年生
はなは　る

自主ゼミ（この日のテーマは代数方程式の可解性）

ときどき友人と
星空を見に散歩に
出かけます

数学をしていたら
朝陽が差してくる
こともあります

5 号館 2階

中央食堂のメニュー



い
こ
と
を
学
ぶ
た
び
に
、
知
ら
な
い
こ
と
、

知
り
た
い
こ
と
が
増
え
る
感
覚
は
不
思
議

で
、
こ
れ
が
知
的
好
奇
心
な
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
は
ゲ
ル
に
興
味
が
あ
り
、
大
学

院
に
進
学
し
研
究
の
世
界
に
飛
び
込
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

泳
ぐ
、
漕
ぐ
、
走
る
、
弾
く
、
教
え
る

高
校
時
代
に
水
泳
選
手
だ
っ
た
こ
と
を

活
か
し
て
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部
に
入
っ
て

い
ま
す
。
長
い
距
離
を
全
く
異
な
る
3
種
目

で
進
む
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。
根
性
が
つ

き
ま
す
し
、
他
の
た
い
て
い
の
こ
と
は
乗
り

越
え
ら
れ
、
精
神
が
鍛
え
ら
れ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
で
発
表
会
に
向
け
て

練
習
し
た
り
、
札
幌
ま
な
び
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
「
ま
な
べ
ぇ
」
で
中
学
生
に
勉
強
を
教
え

た
り
も
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
と
の
関
わ
り

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
教
員
免
許
の
取
得

に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

努
力
す
る
こ
と
を
諦
め
な
い

努
力
の
原
動
力
は
、
誰
か
に
、
そ
し
て

自
分
に
負
け
続
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
も
辛
い
と
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
努
力

す
る
こ
と
を
諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
辛
く

て
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
後
悔
で
過
去
に
取

り
残
さ
れ
た
り
す
る
時
、
そ
の
時
は
休
ん

で
も
目
を
背
け
て
も
良
い
け
れ
ど
、
進
む

と
決
め
た
ら
前
を
向
い
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
は
ど
ん
な
ゴ
ー
ル

で
も
必
ず
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
受
験
や
進

学
を
応
援
し
て
い
ま
す
！
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総
合
理
系
の
利
点

大
学
1
年
次
は
数
学
や
物
理
に
関
心
が

あ
り
ま
し
た
が
、
生
物
好
き
の
友
人
に
感
化

さ
れ
、
生
命
に
も
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
好
き
な
分
野
も
活
か
せ
る
生
物
科
学
科

／
高
分
子
機
能
学
専
修
に
進
学
し
ま
し
た
。

総
合
理
系
で
1
年
間
過
ご
し
た
後
に
進
路
を

決
め
ら
れ
る
の
が
僕
に
は
よ
か
っ
た
で
す
。

高
分
子
機
能
学
専
修
で
は

生
体
内
の
仕
組
み
を
物
理
化
学
の
視
点

か
ら
考
え
る
授
業
、
分
子
の
挙
動
や
量
子
力

学
な
ど
ミ
ク
ロ
な
世
界
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業

が
あ
り
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
や
ゲ
ル
、
細
胞

な
ど
様
々
な
分
野
の
研
究
室
が
あ
り
、
多
く

の
実
験
手
法
を
経
験
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め

必
然
的
に
興
味
も
幅
広
く
な
り
ま
す
。
新
し

生
物
小
事
典
を
読
破
！

高
校
生
の
と
き
、
生
物
の
テ
ス
ト
で
学

年
最
高
点
を
取
っ
た
勢
い
で
、
生
物
小
事
典

（
三
省
堂
）
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
む
こ
と
に

ハ
マ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
つ
け
た
「
時
計

遺
伝
子
」
（
体
内
時
計
な
ど
）
に
と
て
も
惹

か
れ
、
大
学
で
は
生
物
学
を
学
ぶ
こ
と
に
し

ま
し
た
。
好
き
な
科
目
（
僕
の
場
合
は
生

物
）
に
全
力
を
注
ぐ
と
、
他
の
科
目
も
頑
張

る
気
に
な
り
、
全
体
的
に
成
績
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

生
物
学
専
修
で
は

体
内
の
分
子
や
遺
伝
子
か
ら
、
個
体
と

し
て
の
生
き
物
、
集
団
と
し
て
の
生
き
物
ま

で
広
い
ス
ケ
ー
ル
と
角
度
か
ら
生
物
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
実
習
が
多
く
、
学
科
の
人
数

が
少
な
い
の
も
あ
り
、
同
級
生
と
は
す
ぐ
に

仲
良
く
な
れ
ま
す
。
3
年
生
に
な
っ
て
参
加

し
た
小
樽
の
忍
路
臨
海
実
験
所
で
の
実
習

（
写
真
）
で
は
、
海
で
海
産
無
脊
椎
動
物
を

採
取
・
観
察
し
、
と
て
も
充
実
し
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
北
大
は
臨
海
実
験
所
や
研
究

林
な
ど
が
複
数
あ
り
、
そ
こ
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

元
々
植
物
が
好
き
で
す
が
、
最
近
は
藻

類
の
系
統
分
類
に
も
興
味
が
出
て
き
ま
し

た
。
大
学
院
に
進
学
し
て
よ
り
多
く
の
こ

と
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
の
合
う
友
人
と
旅
行

中
高
、
大
学
で
出
会
う
友
人
は
一
生
の

宝
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は
中
高
の
同
級
生
と

日
本
中
を
旅
し
て
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
互

い
地
理
に
興
味
が
あ
り
、
国
土
地
理
院
の
地

図
ア
プ
リ
を
片
手
に
、
訪
ね
た
場
所
を
知
り

尽
く
す
気
持
ち
で
歩
い
て
い
ま
す
。
憧
れ
は

タ
モ
リ
さ
ん
。
写
真
は
最
近
行
っ
た
室
蘭
の

地
球
岬
で
す
。
時
間
の
許
す
限
り
旅
に
出
た

い
で
す
ね
。

受
験
生
の
み
な
さ
ん
へ

道
外
出
身
の
人
に
と
っ
て
北
海
道
の
冬

は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
の
晴
れ
た
日
は
特
に
気
持
ち
よ

く
、
こ
こ
で
学
生
生
活
を
過
ご
せ
る
の
は

最
高
で
す
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
学
校
生
活
も
謳
歌

し
て
く
だ
さ
い
。
僕
は
男
子
校
と
い
う
の

び
の
び
と
過
ご
せ
る
環
境
で
高
校
生
活
を

存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
北
大
の
魅
力

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
心
身
を
鍛
え
て
い
ま
す

岩波 智徳さん
受験区分：後期日程
出身地：東京都
出身校：武蔵高等学校中学校
北大のイチオシ：総合博物館（ハスカッ
プジュースがおすすめ）、羊を眺めなが
ら癒やされる。
趣味：旅行、スポーツ、散歩、飛行機

Schedule（2年次）

0:00 2:00 6:004:00 8:00 10:00 14:00 18:00 22:0012:00 16:00 20:00 24:00

睡
眠

講
義
：
多
様
性
生
物
学

講
義
：
細
胞
生
物
学

実
習
：
植
物
系
統
分
類
学

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
バ
イ
ト
（
週
3
日
）

小
学
生
に
水
泳
を
教
え
る
楽
し
い
時
間

自
由
時
間
、
宿
題
な
ど

学
食
で
昼
食
（
ラ
ー
メ
ン
を
よ
く
食
べ
る
）

起
床

就
寝

Schedule（2年次）

0:00 2:00 6:004:00 8:00 10:00 14:00 18:00 22:0012:00 16:00 20:00 24:00

睡
眠

講
義
：
生
物
系
の
溶
液
論

朝
食
、
弁
当
作
り
、
身
支
度

実
験
：
生
体
高
分
子
学
実
験

図
書
館
で
勉
強

部
活
（
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
週
4
日
練
習
）

自
由
時
間

夕
食
、
風
呂

昼
食
（
手
作
り
弁
当
）

起
床

就
寝

水本 朔陽さん
受験区分：前期日程（総合理系）
出身地：愛知県
出身校：南山高等学校・中学校 男子部
北大のイチオシ：銀杏並木
趣味：美術館巡り

オススメの本：
『砂の女』（安部公房）
希望と絶望、執着と諦念
といった人間が抱く相反
する感情を、文学として
昇華させた傑作です。一
度読んだらずっと自分の
中に残り続ける作品。

友人らとの道内旅行：室蘭の地球岬

左から本人、中村さん（理学部）、筒井さん（工学部）

忍路臨海実験所

3年生 3年生
のりあきとものり

卵焼きや
焼き魚が
定番

お
し
ょ
ろ

好きな歌手の
曲を聞いてから
寝るのが日課

寝る前は
本を
読みます

ラーメン

附属図書館本館

トライアスロンバイク

手作りの三色弁当



3 次元ハイゼンベルグ群における極小曲面
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数学的しゃぼん玉を探す
‒平均曲率一定曲面‒

小
林
真
平
教
授
の
専
門
は
微
分
幾
何
学
。
微
分
で
き
る
も
の
、
つ
ま

り
角
が
な
い
な
め
ら
か
な
曲
面
（
専
門
用
語
で
は
多
様
体
）
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
長
年
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
平
均
曲
率
一
定

曲
面
。「
取
材
は
苦
手
な
ん
で
す
よ
〜
」
と
苦
笑
い
し
な
が
ら
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
数
理

し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
球
面
で
す
。

吹
い
た
瞬
間
は
歪
ん
だ
り
し
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
必
ず
球
面
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
に
数
学
的
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
の
空
気

の
体
積
を
変
え
ず
に
表
面
積
を
最
小
に
し
た
結
果
で
す
。
さ
ら
に
球
面

上
の
ど
こ
に
立
っ
て
も
見
え
る
景
色
は
同
じ
、
つ
ま
り
曲
面
の
曲
が
り

具
合
が
一
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
曲
率
一
定
曲
面

こ
の
よ
う
な
曲
面
を
数
学
の
言
葉
で
「
平
均
曲
率
一
定
曲
面
」
と
言

い
ま
す
。い
わ
ば「
数
学
的
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」で
す
。数
学
者
ハ
イ
ン
ツ
・
ホ
ッ

プ
は
、
1
9
5
0
年
代
に
「
穴
の

な
い
閉
じ
た
平
均
曲
率
一
定
曲
面

は
球
面
の
み
」
と
い
う
定
理
を
証

明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
穴
が
開

い
て
い
る
場
合
に
存
在
す
る

か
？
」
と
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

ホ
ッ
プ
の
問
題
と
言
わ
れ
、
存
在

し
な
い
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
1
9
8
6
年
に
ヘ

ン
リ
ー
・
ウ
ェ
ン
テ
が
、
写
真
の

球
が
3
つ
く
っ
つ
い
た
よ
う
な

「
ウ
ェ
ン
テ
・
ト
ー
ラ
ス
」
を
見

出
し
ま
し
た
。
ト
ー
ラ
ス
（
ド
ー
ナ
ツ
型
）
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
穴
も
な
い
し
一
見
違
う
よ
う
に
見
え
ま
す
ね
。
で
も
実
は
ト
ー

ラ
ス
を
変
形
さ
せ
た
も
の
で
数
学
的
に
同
じ
形
、
同
じ
ト
ポ
ロ
ジ
ー
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
穴
が
開
い
て
い
る
平
均
曲
率
一
定
曲
面
、
つ
ま
り

球
面
で
は
な
い
数
学
的
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
例
で
す
。

桂
田
芳
枝
博
士

北
大
の
数
学
と
い
え
ば
、
数
学
分
野
で
日
本
女
性
初
の
理
学
博
士
と

な
っ
た
桂
田
芳
枝
博
士
（
1
9
1
1
〜
1
9
8
0
）
が
有
名
で
す
。
先

述
の
ホ
ッ
プ
と
交
流
が
あ
り
、
共
著
論
文
も
出
し
て
い
ま
す
。
彼
女
は

球
面
が
好
き
で
、n
次
元
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
間
中
で
の
球
面
の
条
件

な
ど
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
平
均
曲
率
一
定
曲
面
の
次
元
が
高
い
問
題

で
す
。

私
は
球
面
よ
り
も
ウ
ェ
ン
テ
・
ト
ー
ラ
ス
の
方
に
興
味
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
複
雑
な
形
の
作
り
方
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
同
じ
分
野
で
す

が
、
実
は
私
自
身
は
北
大
に
赴
任
す
る
ま
で
、
桂
田
芳
枝
博
士
の
こ
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）。

数
学
的
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
探
す

他
に
ど
ん
な
数
学
的
し
ゃ
ぼ
ん
玉
が
あ
り
得
る
か
研
究
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
間
で
は
な
く
、
よ
り
一
般
の
空
間
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
右
上
の
図
は
昨
年
論
文
で
発
表
し
た
、

3
次
元
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
グ
群
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
お
け
る
平
均
曲
率

が
一
定
で
零
の
極
小
曲
面
で
す
。
C
G
で
計
算
結
果
を
厳
密
に
表
現

で
き
、
理
解
し
や
す
い
で
す
ね
。

数
学
者
た
ち
は
、
現
実
世
界
と
は
関
係
な
く
数
学
的
な
記
述
を
追
究

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
の
考
え
方
を
建
築
や
構
造
設
計
、
物
理
現

象
な
ど
へ
応
用
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
分
か
り
や
す
い
例
を
あ
げ
る

と
、
球
形
の
家
は
、
強
度
が
高
く
表
面
積
が
最
小
の
た
め
、
少
な
い
材

料
で
広
い
居
住
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
円
柱
を
半
分
に

し
た
か
ま
ぼ
こ
型
も
あ
る
種
の
平
均
曲
率
一
定
曲
面
で
す
。
こ
の
よ
う

な
形
の
建
物
は
す
で
に
あ
り
ま
す
ね
。
私
が
導
い
た
曲
面
も
、
ど
こ
か

で
そ
の
考
え
が
応
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
生
指
導
に
つ
い
て

数
学
は
基
本
的
に
個
人
で
取
り
組
み
ま
す
。
大
野
優
さ
ん
（
理
学
院
博

士
後
期
課
程
3
年
）
や
古
郷
優
平
さ
ん
（
同
1
年
）
は
、
博
士
課
程
の

学
生
で
す
か
ら
課
題
を
私
か
ら
提
案
も
し
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
自
分

で
課
題
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
自
分
で
考
え
て
も
ら
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
ら
一
緒
に
論
文

を
書
き
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
は
私
の
研
究
と
は
少
し
違
う
も
の
に
挑
戦

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
内
容
は
私
自
身
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

高
見
沢
怜
さ
ん
（
理
学
院
修
士
課
程
1
年
）
は
、
東
京
理
科
大
学
を

卒
業
し
、
こ
の
春
か
ら
北
大
の
大
学
院
に
来
て
勉
強
中
で
す
。
彼
は
聞

き
た
い
こ
と
が
あ
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
質
問
を
す
る
の
で
、
ゼ
ミ
に
良
い

刺
激
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
郷
さ
ん
は
学
生
主
体
の

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
お
り
、
幾
何
学

的
に
お
も
し
ろ
い
立
体
を
3
D
プ
リ

ン
タ
ー
で
作
っ
て
い
ま
す
。
総
合
博

物
館
で
の
販
売
も
企
画
し
て
い
る
の

で
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
数
学

数
学
は
、
1
0
0
0
回
や
っ
て

9
9
9
回
失
敗
す
る
ゲ
ー
ム
の
よ
う

な
も
の
な
の
で
、
精
神
的
に
辛
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

解
け
た
時
は
達
成
感
と
安
堵
感
が
あ

り
ま
す
。
大
変
で
す
が
私
は
数
学
が

好
き
で
す
。
単
純
な
足
し
算
で
も
純

粋
に
楽
し
い
で
す
。
1
+
1=

2
に

な
る
こ
と
に
毎
回
感
動
す
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
が
、
な
ん
と
い
う
か
、

心
が
落
ち
着
く
ん
で
す
。
計
算
を
し

て
い
る
と
、
自
分
が
循
環
す
る
感
じ
が
し
ま
す
。
音
楽
家
が
毎
日
練
習

を
欠
か
さ
ず
行
う
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
私
も
そ
の
よ
う
に
日
々

の
習
慣
と
し
て
数
学
を
続
け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
数
学
が
好
き
だ
と
思
っ
た
ら
、
周
り
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

迷
わ
ず
、
た
め
ら
わ
ず
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

待
っ
て
い
ま
す
。

論
文
紹
介

M
inim

al cylinders in the three-dim
ensional H

eisenberg group
Shim

pei Kobayashi, M
athem

atische annalen, 388

（3

）, 3299-3317
https://doi.org/10.1007/s00208-023-02610-0

3Dプリンターで製作した
ウェンテ・トーラスの上半分

左から古郷さん、大野さん、小林教授、高見沢さん

大阪府出身。2013年秋より北大。ハイゼンベルグ群の平均曲率一定
曲面の研究は、ドイツの研究者との雑談のようなブレストがきっかけ
で始めた。学生時代は、恩師や先輩と飲みに行き様々な話を聞くのを
楽しんでいた。著書「曲面とベクトル解析」（日本評論社）他。
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先
輩
に
聞
く

中
野 

学
さ
ん

理
学
部
開
学
と
歩
ん
だ
理
学
部
会

理
学
部
同
窓
会
は
1
9
5
0
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
理
学
部
開
学
（
1
9
3
0
年
）
と
同
時
に
「
理
学
部
会
」
が

発
足
し
て
い
ま
し
た
。
理
学
部
会
は
全
教
職
員
・
学
生
で
構
成
さ
れ
、
運
動
会
や
遠
足
の
他
、
会
誌
も
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
今

回
は
そ
の
記
録
を
紐
解
き
、
当
時
の
理
学
部
会
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

彩　August 2024 No. 11　10

1
9
3
2
年
の
創
刊
号
で
当
時
の
田
所
哲
太
郎
学
部
長

は
、「
理
学
部
の
学
科
は
自
然
科
学
の
分
科
に
過
ぎ
な
く
、

各
自
が
独
立
し
て
存
在
し
え
な
い
こ
と
か
ら
、
教
員
・
学
生

が
常
に
交
誼
を
厚
く
し
相
互
扶
助
の
精
神
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。然
る
に
徳
育
の
涵
養
及
び
体
育
の
錬
磨
も
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
が
理
学
部
会
の
目
的
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

理
学
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
誌
22
号
で
丹
羽

貴
知
蔵
氏
が
「
理
学
部
創
立
50
周
年
に
際
し
て
の
回
願
」
と
題

し
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
丹
羽
氏
は
化
学
科
の
一
期
生

で
、
卒
業
後
は
本
学
の
教
員
を
務
め
、
1
9
6
8
年
か
ら
理
学

部
長
、
1
9
7
1
年
か
ら
4
年
間
学
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

丹
羽
氏
の
回
願
は
、
1
9
3
0
年
（
開
学
年
）
4
月
に
高

校
の
級
友
と
大
阪
駅
を
出
発
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
日
本
海
経
由
で
40
時
間
か
け
て
翌
々
日
の
正
午
前
に
札

幌
に
到
着
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
同
氏
は
、
桑
園
尋

常
小
学
校
（
現
在
の
桑
園
小
学
校
）
の
近
く
に
下
宿
し
、
級

友
と
中
古
の
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
、
小
学
校
の
校
庭

で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
9
月
25
日
に
理

学
部
南
側
に
新
設
さ
れ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
開
き
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
学
式
の
直
前
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

完
成
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

そ
の
2
日
後
、
9
月
27
日
の
開
学
式
に
「
理
学
部
会
」
が

正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。
早
速
、
翌
月
に
秋
季
遠
足
が
行
わ

れ
、
江
別
よ
り
石
狩
川
を
船
で
下
り
、
鮭
漁
の
見
学
、
鮎
料

理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
1
9
3
2
年
に
入
る
と
三
期
生
も
入

学
し
て
学
生
が
揃
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
入
生
歓
迎
会
を
兼
ね

た
総
会
と
い
う
名
の
運
動
会
が
中
島
公
園
西
宮
庭
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
翌
年
は
第
1
回
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と
と
な

り
、
2
月
に
送
別
ス
キ
ー
大
会
、
3
月
に
会
議
室
で
送
別
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
第
に
学
生
、
教
職
員
も
増
え
1
9
3
5
年
は
5
月
に
総

会
が
三
井
ク
ラ
ブ
（
現
在
の
知
事
公
館
）
で
、
翌
2
月
に
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
卒
業
生
送
別
会
を
催
す
と
い
う
発
展
ぶ
り

で
し
た
。
し
か
し
こ
の
後
、
1
9
3
7
年
の
盧
溝
橋
事
件
に

よ
り
国
内
は
急
速
に
戦
時
体
制
と
な
り
、
学
内
に
も
召
集
令

状
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
理
学
部
教
職
員
の
応
召
者

も
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
理
学
部
会
は
解
散
し
、
会
誌
も

創
立
10
周
年
記
念
号
を
最
後
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
13
年
余
り
の
歳
月
を
経
て
、
1
9
5
0
年
の
創
立
20
周

年
に
同
窓
会
が
誕
生
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献：

理
学
部
会
誌
創
刊
号
（
1
9
3
2
年
度
）、
理
学
部
同
窓
会
誌

11
号
（
1
9
8
0
年
度　

理
学
部
創
立
50
周
年
記
念
号
）

経
歴　

2
0
0
4
年
理
学
部
生
物
科
学
科
／
高
分
子
機
能
学
卒
業
。
2
0
1
9
年
生
命
科
学
院
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
専
攻
で
博
士
号
取
得
。

　
　
　

現
在
は
、
森
永
乳
業
株
式
会
社
研
究
本
部
基
礎
研
究
所
に
勤
務
。
釧
路
市
出
身
。

 

北
海
道
大
学
理
学
部
同
窓
会　

事
務
局
長　

髙
橋 

克
郎

小
学
生
の
頃
か
ら
理
科
や
実
験
が
好
き
で
し
た
。
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
、﹁
な
ぜ
﹂
が
﹁
な
る
ほ
ど
﹂
に
変
わ
る
の
が
楽

し
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
理
学
部
な
ら
自
分
の
興
味
に

じ
っ
く
り
と
取
り
組
め
る
と
思
い
進
路
に
決
め
ま
し
た
。
当

時
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
や
遺
伝
子
、
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
が

大
き
く
進
展
し
、
将
来
を
感
じ
る
分
野
が
あ
っ
た
の
も
魅
力

の
ひ
と
つ
で
し
た
。

理
学
部
を
志
望
し
た
も
の
の
大
学
選
び
に
迷
っ
て
い
た
高

校
3
年
生
の
と
き
、
軽
い
気
持
ち
で
北
海
道
大
学
を
初
め
て

訪
れ
た
と
こ
ろ
、
想
像
以
上
に
明
る
く
開
放
的
な
キ
ャ
ン
パ

ス
に
心
惹
か
れ
、
こ
こ
な
ら
何
か
良
い
こ
と
が
起
こ
る
！
と

直
感
し
ま
し
た
。
入
学
後
、
こ
の
選
択
は
間
違
い
で
は
な
か
っ

た
と
確
信
し
ま
し
た
。
四
季
の
変
化
に
富
む
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
暮
ら
し
に
加
え
、
全
国
各
地
か
ら
遠
く
北
海
道
に
進
学
し

た
個
性
豊
か
な
友
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
刺
激
的
で
し
た
。

大
学
時
代
に
好
奇
心
や
興
味
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、
私
の
人

生
は
大
い
に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
４
年
生
で
念
願
の
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
室
に
進
み
ま

し
た
が
、
配
属
当
初
は
自
分
の
将
来
像
や
強
み
を
見
失
い
、

大
学
院
へ
進
学
す
る
か
就
職
す
る
か
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
当

時
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
抗
菌
活
性
を
持
つ
ペ
プ
チ
ド
と
い
う

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
N
M
R
︵
核
磁
気
共
鳴
︶
で
解

析
す
る
も
の
で
し
た
。
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
仮
説
を

考
え
、
研
究
成
果
を
発
信
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
研

究
者
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
先
生
方
に
は
学
会
発
表
や
英
語
論

文
執
筆
、
学
外
で
の
勉
強
会
な
ど
、
成
長
す
る
き
っ
か
け
を
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
森
永
乳
業
株
式
会
社
の
基
礎
研
究
所
で
機
能
性

食
品
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
身
近
な
食
を
通
じ
て
、

世
界
中
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
健
康

に
貢
献
す
る
の
が
私
の
夢
で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
に
関
す
る
専
門

性
だ
け
で
な
く
、
大
学
で
培
っ
た
﹁
好
奇
心
﹂、
研
究
室
で
身

に
着
け
た
﹁
問
い
に
正
し
く
答
え
る
﹂
と
い
う
土
台
が
役
立
っ

て
い
ま
す
。

数
年
前
に
、
企
業
で
の
研
究
成
果
を
も
と
に
博
士
号
を
取

得
し
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら
の
博
士
論
文
執
筆
や
発
表
準
備
に

は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
出
身
研
究
室
の
先
生
方
の
丁
寧
な
指
導

の
お
か
げ
で
形
に
で
き
ま
し
た
。
今
で
も
、
札
幌
出
張
の
際
に

は
研
究
室
を
訪
ね
最
近
の
研
究
話
な
ど
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
居
場
所
が
あ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

昨
今
は
世
の
中
の
変
化
が
早
く
情
報
量
が
多
い
の
で
、
周

り
に
流
さ
れ
ず
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
出
す
の
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
北
海
道
大
学
に
は
自
分
ら
し
さ
を
広
げ
る

出
会
い
が
あ
り
、
理
学
部
に
は
興
味
や
関
心
を
深
め
ら
れ
る
恵

ま
れ
た
環
境
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
大
学
生
活
を
の
び
の

び
と
存
分
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
う
ぎ

中島公園西宮庭園で行われた理学部総会
（北海道大学大学文書館所蔵）最前列左
から内田亨氏、鈴木醇氏、中谷宇吉郎氏、
杉野目晴貞氏

興
味
を
広
げ
�
知
を
深
め
る
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室

窓

の

か

ら

報

広
理学部の年間スケジュール

参考ページ↑
（理学部ウェブサイトより）
入学から卒業まで

編集後記

村越　敬

理学研究院 副研究院長／

理学部広報委員長／

理学広報企画推進室長

理学研究院 化学部門

物理化学研究室 教授

理学博士（北海道大学）

専門は電気化学／表面物理

化学／振動分子分光／

物質エネルギー変換など

ごあんない

広
報
誌
「
彩
（
さ
い
）」
第
11
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
の
特
集
「
教
え
て
！
理
学
部
生
」

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
理
学
部
3
年
生
の
と
き
め
く
今
を
感
じ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
学
生
さ
ん
の
記
事
か
ら
、
小
さ
い
頃
の
疑
問
、
ふ
と
し
た
瞬
間
の
感
動
、
友
人

や
周
囲
と
の
繋
が
り
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど
、
様
々
な
学
問
へ
の
興
味
の
源
泉
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
も
、
み
な
さ
ん
の
自
然
現
象
や
摂
理
を
見
つ
め
る
純
粋
な
視
線
に
共
感
を

覚
え
、
加
え
て
そ
の
多
様
な
感
性
に
感
動
し
た
次
第
で
す
。

人
が
何
故
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
覚
え
る
の
か
、
考
え
て
み
れ
ば
と
て
も
不
思
議
な

こ
と
で
す
。
先
日
、
あ
る
研
究
者
か
ら
「
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
機
能
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

集
団
が
、
自
発
的
に
会
話
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
話
を
聞
き
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し

た
が
、
最
近
の
人
工
知
能
（
A
I
）
の
急
激
な
進
化
を
見
る
と
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
同
士
の
会
話
に「
個
性
あ
る
興
味
」が
生
ず
る
の
か
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

人
は
、
五
感
と
直
感
（
心
の
動
き
）
を
通
じ
て
経
験
を
積
み
、
人
と
の
触
れ
あ
い
を
通
じ
て
「
な

ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
の
興
味
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
は

未
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
状
の
A
I
で
は
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
は
理
解
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
A
I
が
発
展
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
人
間
に
与
え
ら
れ
た

湧
き
出
る
興
味
を
育
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
も
っ
た
人
材
が
集
ま
る
場
所
で
す
。
多
様
で
多
彩
な
人
と
人
の

間
に
交
流
が
生
ま
れ
、
豊
か
な
経
験
と
発
想
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
大
学
生
活
を
送
る

学
生
の
皆
さ
ん
の
今
を
、
み
な
さ
ま
と
共
有
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
理
学
は
、
枠

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
純
粋
な
知
的
好
奇
心
に
基
づ
い
て
深
め
ら
れ
る
学
問
で
あ
り
、
そ

れ
を
支
え
る
の
は
決
し
て
勉
強
や
研
究
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
と
い
う
環
境
を
存
分
に

楽
し
み
未
来
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

理
学
部
広
報
委
員
長　

村
越　

敬

【北大理学部 SNS】

北大理学部では XとFacebookページで理学部の「今」を発信しています。イベント情報や研究成果、

学生の受賞情報、日常風景など、様々な情報を紹介しています。

皆さん、ぜひフォローして理学部を知ってくださいね！

X：https://x.com/Science_HU/

Facebook：https://www.facebook.com/School.of.Science.HU/

【バックナンバーのご紹介】

2017 年 3 月発行・第０号から2024 年 2 月発行・第 10 号までの理学部広報誌「Sci」「彩」をまとめて

読むことができます。理学部ウェブサイト右上「北大理学部とは」 → 「広報・刊行物」をクリック！

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/publication

【理学部／理学研究院公式ウェブサイト】

最新の情報を掲載しています。また、スペシャルコンテンツも充実し、異なる分野の研究者同士が理学

について語り合う「超領域対談」、研究・活動レポート「彩」など、理学部を知るにはぴったりのページです。

ぜひ、ご覧ください。https://www2.sci.hokudai.ac.jp/

「理学部の学生さんが実際に何をしているのか、どんな人が理学部に来ているのか、実はよく知らない。」今回の特集は中学生

のお子さんがいるスタッフの一言がきっかけでした。そこで現役の大学生に話を聞きました。ここでご紹介したのはほんの数例

ですが、これから理学部を目指す方、それをサポートする保護者の方、理学部を応援してくださる方などのご参考になれば幸

いです。

X

Facebook

理学部公式サイト

松本ちひろ
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5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

April

May

June

July

August

September

October

November

December

January

February

March

● 新入生オリエンテーション ● 総合教育部ガイダンス（総合理系） ● 新入生学部

ガイダンス（後期入試、フロンティア入試、帰国生徒等） ● 2 年生進級ガイダンス 

● 入学式 ● 健康診断 ● 1学期 履修登録、授業開始 ● BBQ 広場利用開始（4月末

～10月末）北大伝統のジンギスカンパーティ（通称ジンパ）を楽しめます !

● 理学部 DAY（1年生のための理学部紹介）

● サイエンスグローブ（1年生のための各学科紹介）（5～7月）

● 札幌市の木ライラックが見頃。花言葉は「友情」「青春の思い出」

● 北大祭、理学祭（学部生が中心になり各学科の展示や体験コーナー開設）

● キャリアカフェ開催　博士課程大学院生が学部の学びのその先を紹介

● ポプラの綿毛がふわふわ飛びます。オシドリの子育ての始まり

● 期末試験（1学期のがんばりを発揮！）

● 日が長く、緯度の高いことを実感します

● 上旬に1学期終了

● 夏季休業（～ 9月末）

● オープンキャンパス（高校生の参加をお待ちしています）

● 編入学試験

● 2学期 履修登録

● ホームカミングデー

●  1年生のための学部・学科移行ガイダンス

● フロンティア入試・帰国生徒選抜

● キャリアカフェ開催

　 社会人同窓生が学部の学びのその先を紹介

● 雪虫が飛び、雪が降り始めます。冬靴の準備はお早めに

● 日暮れが早くなり、冬至を迎えます

● 根雪となり、ウィンタースポーツに最適なシーズン到来

● 年末年始休業

● 6日ごろ～授業再開

● 大学入学共通テスト

● 期末試験（2学期の成果を発揮！）

● 1年生のための学部・学科移行ガイダンス

● 2学期 終了

●  一般入試（前期日程）

● さっぽろ雪まつり（2月上旬に開催）

● 一般入試（後期日程）

● 学位授与式（卒業式）

● 春季休業

● 雪解けの始まり

授業時間

1講時 08：45 ～ 10：15

2 講時 10：30 ～ 12：00

昼休み 12：00 ～ 13：00

3 講時 13：00 ～ 14：30

4 講時 14：45 ～ 16：15

5 講時 16：30 ～ 18：00

6 講時 18：15 ～ 19：45

大学は 90 分授業。授業と授業の間は 15 分。キャ

ンパスが広いので最初は教室が分からなくて迷い

そうになります。十分気をつけて移動してください。

4月下旬に桜が開花

5月下旬はライラックが満開北大の校章、エンレイソウ

中谷宇吉郎先生の「人工雪誕生の地の碑」

イチョウ並木

● 2学期授業開始

● イチョウ並木の黄葉は見事
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理学ロゴマーク

ロゴマークは、理学部エリア（大野池前）に設置さ

れている中谷宇吉郎博士の「人工雪誕生の地の碑」

を図案化し、理学部 5 学科 6 専修の共同体「知の

結晶」を示しました。名前は「六華（りっか）」です。

理学コミュニケーションマーク

サイエンス（Science）の「Sci」と漢字の「彩」を

組み合わせたものです。ロゴマークと同様に中谷

宇吉郎博士が世界で初めて人工的に作り出した

「雪の結晶」を取り入れたデザインとなっています。

アイコンの説明

理学部への
アクセス

特集：教えて！理学部生
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